
大阪市中央公会堂建物見学ツアー 10.28（Fri)　11:00~12:30（予定）

大会の会場となる大阪市中央公会堂はひとりの大阪市民、岩本栄之助氏の寄附をもとに、岡田信一郎の原案、

辰野金吾・片岡安の設計により1913年（大正2年）に着工し、1918年（大正7年）に竣工しました。以来1世紀近く

にわたって、大阪の文化・芸術の発展に深く関わってきました。耐震性能の不足と建築・設備の老朽化のため、

1999年（平成11年）3月に保存・再生工事に着手し、約4年の歳月を経て、2002年（平成14年）9月に完成しまし

た。工事では歴史的建築物としての保存と、免震レトロフィットによる耐震化、設備更新やバリアフリー化が行

われました。

こうして美しく甦った大阪市中央公会堂は、中之島の景観に欠かせない美しい外観と内部意匠が歴史的建築

物として極めて重要であるとの高い評価を受け、2002年（平成14年）12月、公会堂建築物として西日本で初め

て、国の重要文化財に指定されました。

見学ツアーでは、公会堂の歴史や保存・再生工事のご紹介し、建物をご案内します。

　　　　日　　時：　2016年10月28日（金）　11:00~12:30（予定）

　　　　集合場所：　中集会室

　　　　定　　員：　約50名

宍道弘志
（株）坂倉建築研究所
       大阪事務所
2002年の保存・再生工
事の設計・監理を担当

建物説明と案内

太田隆信
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